
h
F
7

ノ
ヰ
ザ
ダ
ナ
ホ
玉
井
貞
直
辺
都
市
正
。

父
は
矧
円
。
大
坂
一
仰
次
の
役
に
従
ひ
、後
役
に
は
三

J

丸
町
口
で
悶
附
の
闘
を
得
た
。
後
大
型
寺
分
封
の
際

之
に
従
ひ
、
職
四
千
石
よ
り
五
千
行
に
泌
み
、
承
服

二
年
加
れ
山
市
に
泌
さ
れ
、
問
前
一
一
万
叩
現
し
た
。

h
F
7

ノ
ヰ
サ
ダ
ノ
ブ
豆
井
貞
信

沼

穂

市

正

・

勘
併
問
。
抗
文
十
一
年
父
市
正
門前
正
点
直
の
子〉
の

後
そ
泣
け
て
凶
千
石
を
鮒
し
、
後
加
川引
と
川
ハ
に
五
千

石
に
取
っ
た
。
延
日
正
年
公
事
お
田
中
行
、
元
政
十
六

年
若
年
中
官
、
出
永
四
年
御
家
老
と
な
白
、

-r保
九
年

限
目
し
て
宗
削
と
川
出

L
、
料
七
百
石
を
生
け
、
十
二

年
十
二
月
五
日
八
十

一
肢
を
以
て
授
。

h
F
7
ノ
ヰ
サ
ダ
ノ
リ
玉
井
貞
矩

泊
総
則
低
・

勘
併
問
。
失
敗
物
早
川
す
る
を
以
て
、
平
和
二
年
制

父
山
泌
の
後
世
ぷ
け
亡
凶
耳
l

抗
刊
行
を
鎖

L
、
神
い

で
定
火
山
に
任
じ
、
文
化
元
年
点
一
辿
の
俗
図
料
五
百

石
を
仰
せ
、
川
ぃ
校
火

m
-t司枇
潜
行
・御
家
老
に
阪
任

L
、
天
保
五
年
間
問
。

h
F

マ
ノ
ヰ
サ
ダ
ミ
チ
豆
井
貞
逼

泊
橋
中
山
投
0

・U
街
の
益
子
。
明
和
二
年
純
一
品
千
石
を
間
関
ぎ
、
定
火

消
と
な
白
、
八
年
御
家
老
に
任
じ
、安
永
三
年
記
除
、

平
和
二
年
間
山
し
て
宗
仙
と
蹴
L
、
限
問
料
五
百
石

を
孤
ち
、
三
年
十
ご
月
叶
一
日
夜
。

h
F
7
ノ
ヰ
ザ
ダ
モ
リ
豆
井
貞
術

泡
抑
制
主
務
・

市
正
。
点
伝
の
義
子
。
手
保
九
年
隣
近
千
石
を
袈

ぎ
、
若
年
抗
と
な
り
、
延
苧
四
年
御
苑
、
貸出口
十
二

じ
、
市
御
土
山
肌
務
行
・大
小
持
制
・拠
御
納
戸
裕
行
を

勤
め
、
文
化
目
均
年
-内
五
十
討
加

m、
十
年
御
川
内
組
仰

に
量
り
、
十
凶
年
十

H
致
仕
し
て
仰
山
と
都
し
た
。

h
F
マ
キ
ト
ウ
ザ
エ
モ
ン
玉
木
藤
左
衛
門
初
め

て
前
川
綱
紀
に
牝

へ
、
二
刊
石
を
飢
L
、
延
従
六
年

間
問
。
子
孫
刷
酬
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

タ
マ
キ
ン
ス
王
金
子

鍛
山
か
ら
山
出
し
の
住

金
半
、吹
立
て
た
も
の
で
、
吋
耐
の
初
則
に
泌
氏
と
し
て

則
ひ
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
形
朕
は
不
明
で
あ
る
。

h
M

マ
グ
ス
リ
ブ
ギ
ヨ
ウ
主
宙開
奉

行

冗

文

の
頃

耐
子
川
牛
之
助

・
由
江
H
M
七
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ

の
紛
で
あ
ら
う
。
県
の
後
一
花
椴
元
年
九
月
郎
山
助
之

永一
、
十
凶
年
八
月
古
川
似
左
術
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
以

来
洲
一
約
し
た
。
間
何
十
三
年
青
山
氏
之
換
が
日
胞
と

な
っ
て
か
ら
付
、
刑叫
川山
風
か
ら
加
っ
て
勤
め
た
。
人

数
は
初
め
三
人
或
付
二
人
、
資
何
年
間
に
は
四
人
間

b
、

一
定
せ
ぬ
。
滞
の
m
州
議
取
扱
の
引
日
間
で
あ
る
。

h
F

マ
サ
キ
ト
ン
ジ
ヨ
ウ
盤
崎
頓
成

刑制
昨
榔
亦

附
な
る
認
宗
市
川
紙
H
H
氾
寺
町
郊
で
、
名
は

r雌
、
後

に
姓
を
滋
附
と
い
う
た
。
臥
成
は
凶
来
院
丘
問
問
年

の
別
子
で
、
後
山
間
的
院
中
間
般
に

mu，ひ
、
間
法
二
純
の

う
ち
初
の
信
心
は
自
力
で
あ
る
と
の
税
を
削
へ
た
。

弘
化
四
年
十
二
月
本
剛
寺
即
ち
之
を
畏
安
心
の
従
と

し
て
伐
さ
し
め
た
か
ら
、
川
叫
成
は
姐
心
献
を
援
し
た

が
、能
く
も
な
〈
父
別
院
を
雫
恨
L
、結
附
誌
に
附
利

す
る
も
の
を
生
じ
た
。
悲
附
之
を
附
さ
、
政
永
四
年

八
月
剛
成
を
江
戸
に
活
。
、
十
二
月
以
降
一見
め
て
札

制
L
、
一九
年
二
且
そ
の
服
す
る
に
及
ん
で
獄
に
投
じ
、

摂
刑
を
加
へ
て
以
後
凶
同
市
に
流
し
た
。
後
明
治
維

新
の
大
敢
に
迷
う
て
同
に
郎
る
こ
と
を
得
た
が
、
向

前
訟
を
改
め
ず
し
て
、
本
側
比
一
"
の
帰
山
山
を
4
X
け
る
こ

と
二
問
に
及
ん
だ
。
明
治
二
十
年
十

-
且
九
十
一一一肢

を
以
て
寂。

hm
マ
チ
田
町

金
仰
の
町
名
。
伺
古
は
問
到
の

村
地
で
あ
っ
た
か
ら
川
到
町
と
務
す
べ
き
を
、
略
し

て

m
mと
呼
ん
だ
と
い
ふ
。

一
訟
に
、
音
此
の
附
近

郊
べ
て
水
川
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
も
い
ふ。

明

治
以
後
そ
の
家
康
は
多
〈
段
た
れ
た
。

h
F
7
ツ

リ

因
祭

l
hF
ノ
カ
ミ
マ
ツ
リ

祭
。

山
，榊

タ
マ

l
タ
ム

年
御
家
老
に
任
じ
、
明
和
二
年
隠
居
し
て
宗
祭
と
悦

L
、
五
年
十
』
十
七
日
七
」
I
聞
向
肢
を
以
て
授
。

h
F
7

ノ
ヰ
タ
ノ
モ
'
豆
井
顎
母

殴
長
五
年
前
閃

利
長
に
仕
へ
て
四
千
石
を
受
け
、
足
蹴
聞
に
任
じ
、

元
利
元
年
波
。
子
孫
樹
綴
い
で
務
に
仕
へ
る
。

h
F
マ
ノ
ヰ
チ
ョ
ウ
玉
井
町

金
持
の
町
名
。
務

士
玉
井
氏
の
米
家
こ
L

に
問
問
り
、
後
に
は
本
家
の
邸

:
、
，
〉

:
。

，刀
i
E
F
J
4
J
A

hm
マ
ノ
ヰ
ヨ
リ
ヨ
玉
井
自
代

泡
麻
限
左
術

門
。
大
坂
一
仰
役
に
従
軍
し
、
街
口
に
於
て
抱
功
が
あ

っ
た
。
般
千
間
百
石
。
御
使
誘

・
足
腕
聞
に
惟
任
L
、

正
保
二
年
即
日
。

生
マ
ヒ
ロ
ヒ
玉
ひ
ろ
ひ

一
般
。
表
紙
袋
に
側

諸
知
王
袋
、
師四起
能
州
岩
潮
社
中
、
編
者
山
由
仙
城
ぬ

附
と
あ
る
。
こ
の
郡
白
山
比
略
称
枇
・大
一
米
寺
・金
制作
・

津
師
・
能
管
各
地
の
波
句
と
H
ハに
、
そ
の
風
景
を
描

い
た
鈷
に
於
い
て
診
と
す
べ
き
で
あ
る
。
序
は
お
氷

叩
況
(
七
年
・出
品
政
一
見
〉
之
駄
附
七
且
北
限
山
林
昭
士
。

金
制
作
近
邸
円
以
閉
山
附
属
興
作
級
。
外
に
興
本
も
あ
る
。

h
F
マ
ポ
コ
玉
鉾

石
川
郡
米
丸
御
に
画
す
る
部

町
問
。
点
亭
元
年
以
前
は
玉
夫
と
古
い
た
。
併
L
朕
正

二
年
内
入
坂
跡
枇
文
也
に
は
玉
鉾
と
強
か
れ
て
ゐ

る
。
加
越
能
活
跡
絡
に
、『
玉
鉾
領
の
内
寺
品
と一古
田山

有
。
苛
剛
仙
寺
と
巾
寺
有
之
問
。
い
に
し

へ
岡
村
衡
の

内
、
用
水
を
制
候
へ
ば
、
木
像
一
点
体
制
出
L
、
川
北
(

聞
に
山
H
h
を
恋
、
安
閉
じ
致
候
。
右
た
か
寺
の
跡
の
問
。
』

と
あ
る
。
そ
れ
を
又
凶
分
寺
剖
だ
と
す
る
訟
も
、

一

時
行
は
れ
た
も
の
と
見
え
て
、
そ
の
地
に
述
て
ら
れ

た
穴
字
名
蹴
の
石
碑
の
側
聞
に
は
、『
日
本
間
凶
之
戒

出
所
凶
分
寺
之
笛
跡
玉
鉾
部
五
倒
錯
逃
税
。
玉
泉
隠

士
助
給
建
武
。
天
保
二
壬
民

E
Jハ
且
育
鮮
日
。
』
と
あ

る
も
の
が
存
し
て
隠
る
o
V
A
勉
局
杷
に
、
こ
の
村
に

市
揚
と
い
ふ
既
が
あ
り
、
こ
与
に
市
知
宮
が
あ
っ
た

と
い
ふ
。
こ
の
山
知
宮
は
後
に
金
抑
近
目
町
に
移
さ

れ
、
流
氷
の
版
記
に
卯
反
山
似
抗
日
院
に
判
じ
た
'
も
の

で
、
明
治
十
ご
年
刊
び
近
江
川
に
引
出
し
た
。

生
マ
ポ
コ
ゴ
ウ
玉
え
郷

石

川

市
の
古
郷丘町。

和
名
抄
に

『
加
釘
榔
玉
充
、
多
万
保
古
』
と
あ
る
の

は
、
間
引
の
知
的
に
よ
る
も
の
で
、
後
訓"も
石
川
仰

に
玉
鉾
村
が
あ
る
。

タ
マ
ポ
コ
シ
ヤ
玉
鉾
枇

石
川
似
玉
鉾
に
銀
出

し
、
明
治
十
凶
年
皆
川
跡
耐
と
改
め
た
。
同
夜
叫
に
、

釘
古
玉
鉾
一
郷
の
総
枇
で
、
も
と
加
れ
仰
に
邸
L
、

延即日
h

式
内
の
川
町
間
前
枇
で
あ
る
と
似
へ
る
が
、
こ
の

地
は
一苅
よ
り
石
川
却
で
加
引
川
で
は
な
い
。

l
ノ

マ
ジ
ン
ジ
ヤ

野

間

耐
枇
。

h
F

マ
ル
ヒ
ョ
ウ
ゴ
田
丸
兵
庫

館
長
十
年
の
士

服
に
大
小
姓
来
五
百
ニ
イ
七
石
川
丸
兵
仰
と
見
失

大
坂
の
役
に
従
ひ
、
詑巴一ホ
Jt
六
年
大
山
弔
寺
供
の
分
川
口

せ
ら
れ
た
川
そ
の
従
肢
と
な
っ
た
。

h
F

マ
ル
マ
チ
田
丸
町

金
制作
の
川
名
。
元
雌
九

年
の
地
子
川
川
郎
総
泊
附
に
、
川
丸
兵
山
仰
上
地
町
と

あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
山
に
川
丸
町
と
呼
ぶ
。

も
と
川
九
共
同
の
邸
地
の
あ
っ
た
断
定
あ
る
。

主
主
リ
ヨ
ウ
ス
ケ
民
一
良
介

却
は
v
U
0
.辿

m良

介
。
荷
議
翁
と
枕
し
た
。
金
相
仰
の
人
。
告
を
隔
制
踏

に
限
ん
で
一
家
を
錦
L
、
子
弟
に
教
授
す
る
の
外
、

前
川
附
俗
に
引
へ
た
。
安
政
抗
年
一乱
月
十
九
日
平
年

沼
イ
凶
を
以
て
波
。

h
F
ム
ケ
ジ
ン
ジ
ヤ
手
向
神
社
河
北
側
供
利
伽

山剛
山
上
の
供
利
伽
縦
(
郎
古
川
名
)
に
鎮
座
す
る

o
m
m

鋭
に
刀
奈
良
山
手
間
の
耐
と
い
ひ
、
三
代
目
録
元
限

二
年
五

H
八
日
越
中
凶
正
六
依
上
手
向
紳
に
従
五
仇

下
を
授
〈
と
あ
っ
て
、
も
と
は
材
陣
中
瓢
披
加
の
式
外

の
枇
で
あ
っ
た
が
、
凶
聞
叶
の
製
法
に
よ
っ
て
加
引
に

邸
す
る
こ
と
に
な
っ
た
O

別
川
氏
の
例
に
及
び
、
州出

五
二
七


